
農水省は登録品種の海外での

育成者権保護へ「防衛的許諾」

の普及に乗り出します。許諾料

をもらって他国の特定の生産者

団体に、その国での独占栽培を

認める代わり、無断栽培など違

法事例を監視してもらう仕組み。

開発者が実際に無断栽培など権

利侵害があるかどうかを、現地で

調べることは難しいですが、現場

を熟知する生産者団体に監視を

頼むことで、開発者の監視コスト

が低減でき、現地生産者も独占

販売ができます。 （１/19付1面）

生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞の

読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省は2022年度、水

田転作で飼料作物の子

実用トウモロコシの増産

を促します。水田リノ

ベーション事業の対象

に加え、10㌃当たり４万

円を助成します。都道府

県の計画に位置付けら

れた産地には、水田活

用の直接支払交付金で

同１万円を加算。機械の

導入・リース費用の半額

を支援する事業も用意し

ました。農水省は輸入ト

ウモロコシの価格高騰を

背景に、飼料自給率を

上げる目標を掲げてい

ます。 （１/18付１面）

最終号

創刊からちょうど50号

ですが、今回でいっ

たん休刊いたします。



日本農業新聞 東北支所 〒980-0011 仙台市青葉区上杉１-２-１６ ＴＥＬ：022（264）8680／ＦＡＸ：022（264）0951

東北でサツマイモの産地化の動きが広がっています。

需要の増加や主産地・九州で基腐（もとぐされ）病が広

がり、実需が新たな産地を求めています。宮城ではＪＡ

全農みやぎが中心となって栽培を推進。国内の健康志

向や輸出需要の高まりで追い風。宮城県山元町の

（株）やまもとファームみらい野は2015年から栽培を始

め、全農みやぎを通じて香港に120㌧輸出する予定で

す。東南アジアや中華圏では、日本の高糖度サツマイ

モが人気です。 （１/18付13面）

日本農業新聞 東北支所 副支所長 小島慶太
「週刊ダイジェスト」創刊から50号を迎えました。コロナ禍で往来が制限される中、より
多くの方が弊紙に関心を持ってもらうため発行してきました。昨年２月から毎週、
ニュースを振り返るために配信してきましたが、今回でいったん休刊とさせて頂きます。
皆様から多数のご愛顧を頂き、とても励みになりました。実は２月の人事異動で、本社
に帰任します。４年間の東北生活でしたが、皆様には真摯にご対応いただき、深く感謝
しております。ご当地の歴史や文化など多くを学びました。その真髄を知ることなく離
任するのは残念ですが、私のルーツでもある東北を今後も見守り続けてまいります。

日本農業新聞 東北支所 次長（編集担当） 原尻大志
東京への異動に際し、この４年間の取材等で得た資料の中で、不要なものは処分し、後
任デスクや後輩に残した方が良いであろうものを整理しました。久しぶりに過去の資料
に目を通すとデスクでありながら、取材をはじめ、研修会講師、各種会議、審査員等い
ろんな仕事を経験できたのだなと感謝の気持ちでいっぱいです。日が経つにつれ、寂し
さとすがすがしさのある何とも言えない心境です。事務所に出勤するのは２７日が最後
です。東北に来てよかったです。お世話になりました。ありがとうございました。

２月人事で帰任 「４年間 お世話になりました」

大型鳥「エミュー」による町おこしが佐賀

県基山町で進んでいます。耕作放棄地

での放牧が広がり、飼養羽数は500羽に。

深刻化していたイノシシによる農作物被

害も、エミューを放牧すると減りました。町

はジビエ解体処理施設を整え、イノシシ

の肉とともに利用を進めています。法人

は学生と連携して、エミューを使った万能

ソースなど開発しました。 （１/19付15面）


